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（
準
用
）

第
四
十
一
条
の
二
十
六

第
四
十
条
か
ら
第
四
十
一
条
の
十
四
ま
で
の
規
定
は
、
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
登
録
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）中
「
設
計
認

証
員
」
と
あ
る
の
は
「
濃
度
確
認
員
」
と
、「
設
計
認
証
等
の
た
め
の
審
査
」
と
あ
る
の
は
「
濃
度
確
認
」
と
、「
主
任

設
計
認
証
員
」
と
あ
る
の
は
「
主
任
濃
度
確
認
員
」
と
、「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は「
濃
度
確
認
業
務
」と
、「
登

録
認
証
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
濃
度
確
認
機
関
」
と
、「
設
計
認
証
業
務
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
濃
度
確
認
業
務

規
程
」
と
、「
設
計
認
証
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
濃
度
確
認
員
等
」
と
、
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中「
別
表
第
四
」

と
あ
る
の
は
「
別
表
第
八
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
登
録
認
証
機
関
登
録
簿
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
濃
度
確
認
機
関

登
録
簿
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
二
十
五
に
規
定
す
る
濃
度
確
認

業
務
（
以
下
単
に
「
濃
度
確
認
業
務
」
と
い
う
。）」
と
、
第
四
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の

技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
方
法
そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
方
法
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
登
録
埋
設
確
認
機
関
」
の
下
に
「
、
登
録
濃
度
確
認
機
関
」
を
加
え
る
。

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
登
録
埋
設
確
認
機
関
」
の
下
に
「
、
登
録
濃
度
確
認
機
関
」
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
第
二
項
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」
を
「
第

四
十
一
条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十
一
条
の
三
十
四
及
び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
登
録
埋
設
確
認
機
関
」
の
下
に
「
、
登
録
濃
度
確
認
機
関
」
を
加
え
る
。

第
四
十
五
条
の
二
第
二
号
中
「
第
十
九
条
の
二
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
、「
規
定

に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」

を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十
一
条
の
三
十
四
及
び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
、

同
条
第
五
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
二
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条

の
三
十
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
四
」
に
改
め
、「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、

第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十

一
条
の
三
十
四
及
び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三

十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十
一
条
の
三
十
四
及

び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
、「
埋
設
確
認
業
務
」
の
下
に
「
、
濃
度
確
認
業
務
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
中
「
第

四
十
一
条
の
三
十
七
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
九
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
よ
り
届
出
を
受
理
し
た
」
を
「
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
よ
り

届
出
を
受
理
し
た
」
を
「
よ
る
届
出
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
つ
た
」
に
改
め
、
同
項

た
だ
し
書
中
「
第
三
条
の
三
の
」
の
下
に
「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、「
届
出
で
」
を
「
規
定
に
よ
る
届
出
若
し
く
は
第

二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
で
」
に
、「
を
受
理
し
た
」
を
「
が
あ
つ
た
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
環
境
大
臣
と
の
関
係
）

第
四
十
八
条
の
二

環
境
大
臣
は
、
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

廃
棄
物
を
い
う
。第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
運
用
に
関
し
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
濃
度
確
認
を
し
、
又
は
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
の
認
可
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ

の
旨
を
環
境
大
臣
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

登
録
濃
度
確
認
機
関
は
、
濃
度
確
認
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
を
経
由
し
て
環
境

大
臣
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

文
部
科
学
大
臣
は
、
環
境
大
臣
に
対
し
、
濃
度
確
認
を
受
け
た
物
が
廃
棄
物
と
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
処
理

に
関
し
、
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
九
条
第
一
項
中
「
登
録
埋
設
確
認
機
関
の
行
う
も
の
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
濃
度
確
認
（
登
録
濃
度
確
認

機
関
の
行
う
も
の
を
除
く
。）、
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
の
認
可
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
中
「
百
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ

た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
中
「
五
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
六
号
を
同
条

第
八
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
四
項
（
第
二
十
五
条

の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
九
条
第
三
項
又
は
第
二
十
五
条
の
二

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
違
反
し
た
者

七

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

第
五
十
二
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十

第
四
十
二
条
第
一
項
（
同
項
に
規
定
す
る
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
報
告
を
せ
ず
、
又

は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

十
一

第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
同
項
に
規
定
す
る
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
に
係
る
部
分
を
除
く
。）の
規
定
に
よ

る
立
入
り
、
検
査
若
し
く
は
収
去
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若

し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

第
五
十
三
条
第
一
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
二
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第

四
十
一
条
の
三
十
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
四
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第
四
十
一
条

の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十
一
条
の
三
十

四
及
び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
中
「
五
十
万
円
」
を
「
三
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
七
号
中「
含
む
。）又
は
」

を
「
含
む
。）若
し
く
は
」
に
、「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
九
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
十
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
十

一
号
を
削
る
。

第
五
十
五
条
中
「
三
十
万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四

項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
の
下
に「（
同
項
に
規
定
す
る
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者

に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
の
下

に「（
同
項
に
規
定
す
る
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同

条
第
十
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
二

第
二
十
八
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条
第
一
項
の
措
置
を
講
じ
た
者

十
三

第
二
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

第
五
十
六
条
第
一
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
二
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
、
第

四
十
一
条
の
三
十
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
四
」
に
改
め
、「
埋
設
確
認
業
務
」
の
下
に
「
、
濃
度
確
認
業
務
」を
加
え
、

同
条
第
二
号
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」
を
「
第
四
十
一
条

の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十
一
条
の
三
十
四
及
び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
、同
条
第
三
号
中「
第

四
十
一
条
の
三
十
七
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
九
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
、
第
四
十
一
条
の
三
十
二
及
び
第
四
十
一
条
の
三
十
八
」
を
「
第
四
十
一

条
の
二
十
六
、
第
四
十
一
条
の
三
十
、
第
四
十
一
条
の
三
十
四
及
び
第
四
十
一
条
の
四
十
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
八
」
に
改
め
、
同
表
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任

者
試
験
の
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
並
び
に
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放
射
線
発
生
装
置
並

び
に
放
射
性
汚
染
物
」
に
、「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
」
を
「
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
第
四
十
一
条
の
三
十
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
二
」
に
改
め
、
同
表
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者

講
習
の
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
並
び
に
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放
射
線
発
生
装
置
並
び

に
放
射
性
汚
染
物
」
に
、「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
」
を
「
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
第
四
十
一
条
の
三
十
四
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
六
」
に
改
め
、
同
表
一
の
項
中
「
に
あ
つ
て
は

放
射
線
発
生
装
置
」
の
下
に「
及
び
放
射
線
発
生
装
置
か
ら
発
生
し
た
放
射
線
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」を
加
え
、「
放

射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放
射
線
発
生
装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に

改
め
、
同
表
二
の
項
及
び
三
の
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放

射
線
発
生
装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
」

を
「
放
射
性
汚
染
物
の
」
に
、「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放
射
線
発

生
装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
る
。
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